
沿海地に生育する落葉低木で、やや匍匐性。幼木には托葉の変化した刺がある。花序は数花よりなる集散
花序で、花は小さく、淡緑色で径約5mm、7-9月に咲く。果実は倒円錐形の核果で、白茶色の毛で被われ
る。

2020年度版での新規掲載種。
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調

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Paliurus  ramosissimus  (Lour.) Poir.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

○

■ 県内分布

姫路市、赤穂市、南あわじ市

■ 国内分布

本州（東海から山陽）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

クロウメモドキ科

兵庫県ランク…ハマナツメ
環境省ランク… －


